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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示する変動表示部を備え、該変動表示部
に導出表示された識別情報の表示結果が予め定められた特定表示結果となったときに、遊
技者にとって有利な特定遊技状態に制御する遊技機であって、
　遊技者が操作可能な操作手段と、
　前記特定遊技状態に制御するか否かを、識別情報の表示結果が導出表示される以前に決
定する事前決定手段と、
　該事前決定手段による決定に基づいて、前記変動表示部において、識別情報の変動表示
が開始されてから表示結果が導出表示されるまでに一旦所定の仮停止態様で変動表示を仮
停止させた後に変動表示を再度実行する再変動を１回または複数回実行する再変動表示パ
ターンを含む予め定められた複数種類の識別情報の変動表示パターンの中から１つの変動
表示パターンを選択する変動表示パターン選択手段と、
　該変動表示パターン選択手段が選択した変動表示パターンに基づいて、識別情報の変動
表示を実行する変動表示実行手段と、
　前記変動表示パターン選択手段により再変動表示パターンが選択されたときの変動表示
において、第１段階から複数段階の予告ステップにより行なうステップアップ予告演出と
前記操作手段が操作されたことを条件として予告を実行する操作予告演出とを含む、予告
演出をリーチ状態になる前に開始するリーチ前開始予告演出を実行するか否かを選択する
とともに、当該リーチ前開始予告演出を実行するときの各再変動における予告演出態様を
複数種類の予告演出態様の中から選択する予告演出選択手段と、
　該予告演出選択手段により前記リーチ前開始予告演出を実行する選択がされたときに、
再変動表示パターンで実行される再変動の各々において、選択された予告演出態様で前記
リーチ前開始予告演出を実行する予告演出実行手段とを備え、
　前記予告演出選択手段は、前記リーチ前開始予告演出として前記ステップアップ予告演
出が選択されたときには、予告演出態様として、前記変動表示パターン選択手段により選
択された再変動表示パターンで実行される再変動の回数に応じて異なる選択割合で、各再
変動において前記第１段階の予告ステップから複数段階のうちいずれの段階の予告ステッ
プまで発展させるかを選択し、該選択において、各再変動で発展する予告ステップの最終
段階を、各再変動よりも前に発展する予告ステップの最終段階と比べて低い段階とせず、
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　前記ステップアップ予告演出と前記操作予告演出とでは、前記特定遊技状態となる信頼
度が異なることを特徴とする、遊技機。
【請求項２】
　始動条件の成立に基づいて、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示する変動
表示部を備え、該変動表示部に導出表示された識別情報の表示結果が予め定められた特定
表示結果となったときに、遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御する遊技機であって
、
　遊技者が操作可能な操作手段と、
　前記特定遊技状態に制御するか否かを、識別情報の表示結果が導出表示される以前に決
定する事前決定手段と、
　前記始動条件の成立に基づく変動表示を保留記憶として記憶する保留記憶手段と、
　該保留記憶手段に記憶された保留記憶について、識別情報の表示結果により前記特定遊
技状態となるか否かを判定する事前判定手段と、
　前記事前決定手段による決定に基づいて、前記変動表示部において、識別情報の変動表
示が開始されてから表示結果が導出表示されるまでに一旦所定の仮停止態様で変動表示を
仮停止させた後に変動表示を再度実行する再変動を１回または複数回実行する再変動表示
パターンを含む予め定められた複数種類の識別情報の変動表示パターンの中から１つの変
動表示パターンを選択する変動表示パターン選択手段と、
　該変動表示パターン選択手段が選択した変動表示パターンに基づいて、識別情報の変動
表示を実行する変動表示実行手段と、
　前記事前判定手段の判定結果に基づいて、判定対象となった始動条件の成立に基づく変
動表示の表示結果が導出表示される以前の複数回の変動表示において、第１段階から複数
段階の予告ステップにより行なうステップアップ予告演出と前記操作手段が操作されたこ
とを条件として予告を実行する操作予告演出とを含む、予告演出をリーチ状態になる前に
開始するリーチ前開始予告演出を実行するか否かを選択するとともに、当該リーチ前開始
予告演出を実行するときの予告演出態様を複数種類の予告演出態様の中から選択する予告
演出選択手段と、
　該予告演出選択手段により前記リーチ前開始予告演出を実行する選択がされたときに、
前記複数回の変動表示の各々において、選択された予告演出態様で前記リーチ前開始予告
演出を実行する予告演出実行手段とを備え、
　前記予告演出選択手段は、前記リーチ前開始予告演出として前記ステップアップ予告演
出が選択されたときには、予告演出態様として、前記ステップアップ予告演出が実行され
る変動表示の回数に応じて異なる選択割合で、前記複数回の変動表示の各々において前記
第１段階の予告ステップから複数段階のうちいずれの段階の予告ステップまで発展させる
かを選択し、該選択において、各変動表示で発展する予告ステップの最終段階を、各変動
表示よりも前に発展する予告ステップの最終段階と比べて低い段階とせず、
　前記ステップアップ予告演出と前記操作予告演出とでは、前記特定遊技状態となる信頼
度が異なることを特徴とする、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（１）　各々が識別可能な複数種類の識別情報（演出図柄）を変動表示する変動表示部
（演出表示装置９）を備え、該変動表示部に導出表示された識別情報の表示結果が予め定
められた特定表示結果（大当り図柄）となったときに、遊技者にとって有利な特定遊技状
態（大当り遊技状態）に制御する遊技機（パチンコ遊技機１）であって、
　遊技者が操作可能な操作手段（操作ボタン３０、）と、
　前記特定遊技状態に制御するか否かを、識別情報の表示結果が導出表示される以前に決
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定する事前決定手段（遊技制御用マイクロコンピュータ５６０、図３５のＳ６１）と
　該事前決定手段による決定に基づいて、前記変動表示部において、識別情報の変動表示
が開始されてから表示結果が導出表示されるまでに一旦所定の仮停止態様で変動表示を仮
停止させた後に変動表示を再度実行する再変動を１回または複数回実行する再変動表示パ
ターン（「擬似連」の演出を含む変動パターン）を含む予め定められた複数種類の前記識
別情報の変動表示パターン（変動パターン）の中から１つの変動表示パターンを選択する
変動表示パターン選択手段（遊技制御用マイクロコンピュータ５６０、図３６のＳ１０１
～Ｓ１０５）と、
　該変動表示パターン選択手段が選択した変動表示パターンに基づいて、識別情報の変動
表示を実行する変動表示実行手段（演出制御用マイクロコンピュータ１００、図８４のＳ
５１８～Ｓ５２１および図９０のＳ８４１～Ｓ８４５）と、
　前記変動表示パターン選択手段により再変動表示パターンが選択されたときの変動表示
において、第１段階から複数段階の予告ステップにより行なうステップアップ予告演出（
図６５の第１ステップアップ予告）と前記操作手段が操作されたことを条件として予告を
実行する操作予告演出（図６４のボタン予告）とを含む、予告演出をリーチ状態になる前
に開始するリーチ前開始予告演出（図６４のボタン予告、図６５の第１ステップアップ予
告）を実行するか否かを選択するとともに、当該リーチ前開始予告演出を実行するときの
各再変動における予告演出態様を複数種類の予告演出態様の中から選択する予告演出選択
手段（演出制御用マイクロコンピュータ１００、図８４のＳ５１６ａ、図８６のＳ５３２
～Ｓ５３３）と、
　該予告演出選択手段により前記リーチ前開始予告演出を実行する選択がされたときに、
再変動表示パターンで実行される再変動の各々において、選択された予告演出態様で前記
リーチ前開始予告演出を実行する予告演出実行手段（演出制御用マイクロコンピュータ１
００、図８４のＳ５２０、図９０のＳ８４５、図９２のＳＴ１６ａ、図９３のＳＴ１６ｂ
）とを備え、
　前記予告演出選択手段は、前記リーチ前開始予告演出として前記ステップアップ予告演
出が選択されたときには、予告演出態様として、前記変動表示パターン選択手段により選
択された再変動表示パターンで実行される再変動の回数に応じて異なる選択割合で、各再
変動において前記第１段階の予告ステップ（ステップ１）から複数段階のうちいずれの段
階の予告ステップ（ステップ２，３Ａ，３Ｂ）まで発展させるかを選択（図８６のＳ５３
８、図３６のＳ１０１～Ｓ１０５に示すように、大当り遊技状態に制御するか否かの決定
に基づいて、擬似連の変動パターンを含む変動パターンが選択される。そして、擬似連に
ついては、図２３～図２６に示すように、再変動の繰返し実行回数（擬似連変動回数）の
選択決定について、大当りとすることが決定されたときの方が、はずれとすることが決定
されたときと比べて、回数が多くなるように設定されている。さらに、図６７に示すよう
に、大当りとすることが決定されたときには、はずれとすることが決定されたときと比べ
て、第１予告演出としての第１ステップアップ予告を行なう割合が多くなるように設定さ
れている。したがって、擬似連の変動パターンとなるときには、第１ステップアップ予告
を実行するか否かが、再変動の合計回数に応じて、異なる選択割合で選択されることとな
る。また、図６８の（Ｄ）～（Ｆ）で擬似連の合計回数（２回、３回）に応じて各段階の
変動での予告演出に必要なテーブルを選択する。図７１および図７２のように、擬似連の
合計変動回数（２回、３回）に応じて選択されるテーブルは、予告ステップの選択割合が
異なる）し、該選択において、各再変動で発展する予告ステップの最終段階を、各再変動
よりも前に発展する予告ステップの最終段階と比べて低い段階とせず、
　前記ステップアップ予告演出と前記操作予告演出とでは、前記特定遊技状態となる信頼
度が異なる（図６７の第１予告演出予告パターン種別決定テーブル２００の設定では、大
当り変動パターンのときの方が、非リーチはずれ変動パターンのとき、および、リーチは
ずれ変動パターンのときと比べて、ボタン予告が選択される割合が、第１ステップアップ
予告が選択される割合よりも多い）。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　このような構成によれば、特定遊技状態に制御するか否かの決定に基づいて、再変動表
示パターンを含む変動表示パターンが選択される。再変動表示パターンが選択されたとき
の変動表示においてリーチ前開始予告演出を実行する選択がされたときには、当該変動表
示中において、リーチ状態になる前に、複数種類の予告演出態様の中から選択された予告
演出態様で予告演出が開始される。そして、予告演出として、複数段階の予告ステップよ
りなるステップアップ予告演出と操作手段が操作されたことを条件として予告を実行する
操作予告演出とを含む、リーチ前開始予告演出としてステップアップ予告演出が選択され
たときには、予告演出態様として、再変動表示パターンで実行される再変動の回数に応じ
て異なる選択割合で、各再変動において第１段階の予告ステップから複数段階のうちいず
れの段階の予告ステップまで発展させるかが選択され、該選択において、各再変動で発展
する予告ステップの最終段階を、各再変動よりも前に発展する予告ステップの最終段階と
比べて低い段階とされない。このようなリーチ前開始予告演出については、再変動表示パ
ターンで実行される再変動の回数に応じて異なる選択割合で予告演出態様が選択される。
これにより、特定遊技状態に制御するか否かの決定結果と関連し得る再変動の回数に対応
して、リーチ状態になる前に開始されるリーチ前開始予告演出の予告演出態様によって、
遊技者の期待感を高めるようにすることができる。さらに、再変動表示パターンにおける
再変動の回数と、選択される予告演出態様との関連性により、再変動表示に関する演出の
バリエーションを増加させることができる。このような、再変動表示における再変動の回
数に対する遊技者の期待感を高めること、および、再変動表示に関する演出のバリエーシ
ョンを増加させることにより、再変動表示に関する演出の面白みを向上させ、遊技の興趣
を向上させることができる。
　（２）　始動条件の成立に基づいて、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示
する変動表示部を備え、該変動表示部に導出表示された識別情報の表示結果が予め定めら
れた特定表示結果となったときに、遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御する遊技機
であって、
　遊技者が操作可能な操作手段と、
　前記特定遊技状態に制御するか否かを、識別情報の表示結果が導出表示される以前に決
定する事前決定手段と、
　前記始動条件の成立に基づく変動表示を保留記憶として記憶する保留記憶手段と、
　該保留記憶手段に記憶された保留記憶について、識別情報の表示結果により前記特定遊
技状態となるか否かを判定する事前判定手段と、
　前記事前決定手段による決定に基づいて、前記変動表示部において、識別情報の変動表
示が開始されてから表示結果が導出表示されるまでに一旦所定の仮停止態様で変動表示を
仮停止させた後に変動表示を再度実行する再変動を１回または複数回実行する再変動表示
パターンを含む予め定められた複数種類の識別情報の変動表示パターンの中から１つの変
動表示パターンを選択する変動表示パターン選択手段と、
　該変動表示パターン選択手段が選択した変動表示パターンに基づいて、識別情報の変動
表示を実行する変動表示実行手段と、
　前記事前判定手段の判定結果に基づいて、判定対象となった始動条件の成立に基づく変
動表示の表示結果が導出表示される以前の複数回の変動表示において、第１段階から複数
段階の予告ステップにより行なうステップアップ予告演出と前記操作手段が操作されたこ
とを条件として予告を実行する操作予告演出とを含む、予告演出をリーチ状態になる前に
開始するリーチ前開始予告演出を実行するか否かを選択するとともに、当該リーチ前開始
予告演出を実行するときの予告演出態様を複数種類の予告演出態様の中から選択する予告
演出選択手段と、
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　該予告演出選択手段により前記リーチ前開始予告演出を実行する選択がされたときに、
前記複数回の変動表示の各々において、選択された予告演出態様で前記リーチ前開始予告
演出を実行する予告演出実行手段とを備え、
　前記予告演出選択手段は、前記リーチ前開始予告演出として前記ステップアップ予告演
出が選択されたときには、予告演出態様として、前記ステップアップ予告演出が実行され
る変動表示の回数に応じて異なる選択割合で、前記複数回の変動表示の各々において前記
第１段階の予告ステップから複数段階のうちいずれの段階の予告ステップまで発展させる
かを選択し、該選択において、各変動表示で発展する予告ステップの最終段階を、各変動
表示よりも前に発展する予告ステップの最終段階と比べて低い段階とせず、
　前記ステップアップ予告演出と前記操作予告演出とでは、前記特定遊技状態となる信頼
度が異なる。
　このような構成によれば、変動表示に関する演出の面白みを向上させ、遊技の興趣を向
上させることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　（３）　各々が識別可能な複数種類の識別情報（演出図柄）を変動表示する変動表示部
（演出表示装置９）を備え、該変動表示部に導出表示された識別情報の表示結果が予め定
められた特定表示結果（大当り図柄）となったときに、遊技者にとって有利な特定遊技状
態（大当り遊技状態）に制御する遊技機（パチンコ遊技機１）であって、
　前記特定遊技状態に制御するか否かを、識別情報の表示結果が導出表示される以前に決
定する事前決定手段（遊技制御用マイクロコンピュータ５６０、図３５のＳ６１）と、
　該事前決定手段による決定に基づいて、前記変動表示部において、前記識別情報の変動
表示が開始されてから表示結果が導出表示されるまでに一旦所定の仮停止態様で変動表示
を仮停止させた後に変動表示を再度実行する再変動を１回または複数回実行する再変動表
示パターン（「擬似連」の演出を含む変動パターン）を含む予め定められた複数種類の前
記識別情報の変動表示パターン（変動パターン）の中から１つの変動表示パターンを選択
する変動表示パターン選択手段（遊技制御用マイクロコンピュータ５６０、図３６のＳ１
０１～Ｓ１０５）と、
　該変動表示パターン選択手段が選択した変動表示パターンに基づいて、識別情報の変動
表示を実行する変動表示実行手段（演出制御用マイクロコンピュータ１００、図８４のＳ
５１８～Ｓ５２１および図９０のＳ８４１～Ｓ８４５）と、
　前記変動表示パターン選択手段により再変動表示パターンが選択されたときの変動表示
において、予告演出（図６４のボタン予告、図６５の第１ステップアップ予告）を実行す
るか否かを選択するとともに、当該予告演出を実行するときの各再変動における予告演出
態様を複数種類の予告演出態様の中から選択する予告演出選択手段（演出制御用マイクロ
コンピュータ１００、図８４のＳ５１６ａ、図８６のＳ５３２～Ｓ５３３）と、
　該予告演出選択手段により前記予告演出を実行する選択がされたときに、再変動表示パ
ターンで実行される再変動の各々において、選択された予告演出態様で予告演出をリーチ
状態になる前に開始する予告演出実行手段（演出制御用マイクロコンピュータ１００、図
９５のＳ８４５、図９２のＳＴ１６ａ、図９３のＳＴ１６ｂ）とを備え、
　前記予告演出選択手段は、前記変動表示パターン選択手段により選択された再変動表示
パターンにおける何回目の再変動における前記予告演出かに応じて（プロセスデータの内
容に基づいて何回目の変動表示かを判断し）、前記複数種類の予告演出態様を異なる選択
割合で選択する（現在の変動表示が何回目かに応じて、図６８（Ａ）～（Ｆ）で該当する
段階の変動での予告演出に必要なテーブルを選択する。図７１および図７２のように、擬
似連の合計変動回数（２回、３回）に応じて選択されるテーブルは、変動回ごとに予告メ
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ッセージまたは予告ステップの選択割合が異なる）。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　このような構成によれば、特定遊技状態に制御するか否かの決定に基づいて、再変動表
示パターンを含む変動表示パターンが選択される。再変動表示パターンが選択されたとき
の変動表示において予告演出を実行する選択がされたときには、当該変動表示中において
、リーチ状態になる前に、選択された予告演出態様で予告演出が開始される。このような
予告演出については、再変動表示パターンにおける何回目の再変動における予告演出かに
応じて、複数種類の予告演出態様が異なる選択割合で選択される。これにより、特定遊技
状態に制御するか否かの決定結果と関連し得る再変動表示パターンにおける何回目の再変
動における予告演出であるかということに対応して、リーチ状態になる前に開始される予
告演出の演出態様によって、再変動表示パターンにおける各回の再変動において異なる期
待感を遊技者に与えることができ、遊技者の期待感を高めるようにすることができる。さ
らに、再変動表示パターンにおける再変動の回数と、選択される予告演出態様との関連性
により、再変動に関する演出のバリエーションを増加させることができる。このような、
再変動表示パターンにおける各回の再変動において異なる期待感を遊技者に与えること、
および、再変動に関する演出のバリエーションを増加させることにより、再変動表示に関
する演出の面白みを向上させ、遊技の興趣を向上させることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　（４）　前記予告演出選択手段は、前記予告演出を実行するか否かを選択するときに、
タイミングが重複し予告態様が異なる複数種類の予告演出（図６４のボタン予告、図６５
の第１ステップアップ予告）のうちから実行する予告演出を選択し（図８６のＳ５３３）
、選択した予告演出について、前記予告演出態様を複数種類の予告演出態様の中から選択
する（図８６のＳ５３８）。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（５）　予め定められた特別遊技条件が成立したとき（図３５のＳ７３で大当り種別が
「確変」に決定されたとき）に、前記特定遊技状態終了後に前記特定遊技状態と異なる通
常状態よりも、前記変動表示の表示結果が前記特定表示結果となる確率が向上した高確率
状態となる特別遊技状態（確変状態）に制御する特別遊技制御手段（遊技制御用マイクロ
コンピュータ５６０、図４３のＳ１６１）をさらに含み、
　前記予告演出選択手段は、前記予告演出を実行するときの予告演出態様を複数種類の予
告演出態様の中から選択するときに、前記通常状態と前記特別遊技状態とで異なる選択割
合で、予告演出態様を選択する〔図１０９、非確変状態と確変状態とでは、予告演出なし
と判定されるときと、予告演出あり（ボタン予告および第１ステップアップ予告のいずれ
か）と判定されるときとの割合が異なる（確変状態は非確変状態と比べて予告演出なしと
なる割合が高い）。さらに、確変状態は非確変状態と比べてボタン予告が選択される割合
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が低く、かつ、第１ステップアップ予告が選択される割合が高いので、ボタン予告および
第１ステップアップ予告のそれぞれの予告パターンは、非確変状態と確変状態とで異なる
割合で選択される。〕。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　（６）　前記予告演出選択手段は、再変動表示パターンにおいて実行される再変動のそ
れぞれにおける複数段階の予告ステップの予告演出態様を選択するときに、予告演出のそ
れぞれについて、後に選択される予告演出の方が、前に選択される予告演出と比べて、予
告演出が実行された後に前記特定遊技状態となる信頼度（予告演出後に大当りとなる割合
の程度、すなわち、大当りとなる信頼性の度合い、より具体的には大当りと決定されたと
きに選択される割合の高さ）が低くならないように、予告演出態様を選択する（図９６の
Ｓ５３８ａで、前回変動表示の予告パターンよりも信頼度の低い予告パターンの選択を禁
止する禁則処理が実行される）。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　このような構成によれば、再変動表示パターンにおいて実行される再変動のそれぞれに
おける複数段階の予告ステップの予告演出態様を選択するときに、後に選択される予告演
出の方が、前に選択される予告演出と比べて、予告演出が実行された後に特定遊技状態と
なる信頼度が低くならないように、予告演出態様が選択されるので、再変動が実行される
ことにより遊技者の期待感を高めたにも関わらず、再変動表示パターンにおいて実行され
る予告演出の演出態様により、予告演出による特定遊技状態に対する信頼度が低下してし
まうような印象を遊技者に与えるのを防ぐことができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　（７）　前記事前決定手段により前記特定遊技状態に制御しないと決定されたときに、
前記識別情報の変動表示状態を所定のリーチ状態とするか否かを決定するリーチ決定手段
（遊技制御用マイクロコンピュータ５６０、Ｓ９５～Ｓ９８）と、
　前記リーチ決定手段による決定結果に基づいて、前記識別情報の変動表示パターン種別
を複数種類のいずれかに決定する変動表示パターン種別決定手段（遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０、Ｓ１０１～Ｓ１０２）とをさらに備え、
　前記変動表示パターン選択手段は、前記変動表示パターン種別決定手段により決定され
た変動表示パターン種別に含まれる変動表示パターンの中から変動表示パターンを選択し
（Ｓ１０３～Ｓ１０５）、
　前記変動表示パターン種別決定手段は、前記リーチ決定手段によってリーチ状態としな
い旨の決定がなされたことに対応して、再変動表示パターンを含む複数種類の変動表示パ
ターン種別のいずれかに決定し（Ｓ１００の処理で非リーチ用変動パターン種別判定テー
ブル１３６Ａ～１３６Ｃのいずれかを選択して、Ｓ１０１～Ｓ１０３の処理で変動パター
ン種別を決定する。図２２に示す非リーチＣＡ１－４および非リーチＣＣ１－３では、「
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擬似連」を含む非リーチＰＡ１－５が選択されうる（図２５参照））、
　前記変動表示パターン選択手段は、前記リーチ決定手段によってリーチ状態としない旨
の決定がなされたこと、および、前記変動表示パターン種別決定手段によって再変動表示
パターンを含む変動表示パターン種別に決定されたことに対応して、前記再変動を実行す
る非リーチ変動表示パターンを選択可能である（「擬似連」を含む変動パターンを含む変
動パターン判定テーブルが選択された後、Ｓ１０４，Ｓ１０５の処理を実行する）。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　（８）　前記変動表示パターン選択手段が選択する再変動表示パターンは、前記再変動
において前記仮停止後にリーチ状態となる第１の再変動表示パターン（たとえば、図４５
（Ｄ１）～（Ｄ５）に示すような変動表示を行なう図１４のスーパーＰＡ４－３）と、前
記再変動において前記仮停止後に一部の変動表示部で再変動を実行した後に前記特定表示
結果が導出表示される第２の再変動表示パターン（たとえば、擬似連において非リーチで
大当りとなる図１４の特殊ＰＧ１－３の変動パターン）とを含む。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　このような構成によれば、変動表示パターン選択手段が選択する再変動表示パターンが
、再変動において仮停止後にリーチ状態となる第１の再変動表示パターンと、再変動にお
いて仮停止後に一部の変動表示部で再変動を実行した後に特定表示結果が導出表示される
第２の再変動表示パターンとを含むので、再変動表示において仮停止後の演出のバリエー
ションが豊富となる。これにより、再変動表示の演出に意外性を持たせることができ、遊
技の興趣をさらに向上させることができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　（９）　前記再変動が実行されるときに所定の報知を行なう報知手段（上演出ＬＥＤ８
５ａ、中演出ＬＥＤ８５ｂ、下演出ＬＥＤ８５ｃ、可動部材７８）と、
　前記変動表示実行手段が前記再変動を実行するときに、前記報知手段による報知を行な
う報知演出として、複数種類の報知態様（図６～図１１に示すような複数種類の演出のパ
ターン）の中から選択した報知態様で報知演出を実行する報知演出手段（演出制御用マイ
クロコンピュータ１００、図８４のＳ５２０、図９０のＳ８４５）とをさらに備えた。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　このような構成によれば、再変動を実行するときに、報知手段による報知を行なう報知
演出として、複数種類の報知態様の中から選択した報知態様で報知演出が実行されるので
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、変動表示部による再変動の演出と、報知手段による報知演出との組合せにより再変動表
示が行なわれるときの演出のバリエーションを豊富にすることができ、再変動表示に関す
る演出が単調にならないようにすることができる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　（１０）　前記報知演出手段は、前記複数種類の報知態様のうちのいずれか１つを選択
した報知態様で行なう報知演出（図６（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）のパターンａ，ｂ，ｃ）と
、前記複数種類の報知態様のうちのいずれか複数を選択して組合せた報知態様で行なう報
知演出（図６（Ｄ）のパターンｄ）とを実行可能であり、
　前記報知演出手段が実行する報知演出は、選択した報知態様に応じて、報知演出が実行
された後に前記特定遊技状態となる信頼度が異なる（図２８および図２９に示すように、
大当りとしない場合に選択されうる非リーチＰＡ１－５、スーパーＰＡ３－３、スーパー
ＰＡ３－６、およびスーパーＰＢ３－３のグループに対して、大当りとする場合に選択さ
れうるスーパーＰＡ４－３、スーパーＰＡ４－６、スーパーＰＡ５－３、スーパーＰＢ４
－３、スーパーＰＢ５－３、および特殊ＰＧ１－３のグループの方が、ＡＢ、ＡＣ、ＢＣ
、ＡＢＣといった異なる態様の再変動演出が組合わされたものが出現する確率が高い。）
。
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